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基本的な考え方

１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理
２）下図のようなグラフを作成し、最大クラスの津波となる可能性のある対象津波群

の中から、津波高さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波とし
て選定

３）この津波を対象に、一定の悪条件の下、津波浸水シミュレーションを実施し、
浸水域及び浸水深を算定

図 最大クラスの津波を選定するためのグラフ

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成24年10月）より）

対象津波群の中から最大クラス津波を選定
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過去に長崎県沿岸に襲来した記録等がある既往津波
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＜対馬沿岸＞
1983年 日本海中部地震： 痕跡高T.P.±0.00m
1993年 北海道南西沖地震： 痕跡高T.P.±0.00m
1960年 チリ地震： 痕跡高T.P. ±0.00m

＜五島沿岸＞
1946年 昭和南海地震：

痕跡高T.P.±0.00m
1960年 チリ地震：

痕跡高T.P.±0.00m

＜壱岐沿岸＞
1964年 新潟地震： 痕跡高T.P.±0.00m
1983年 日本海中部地震： 痕跡高T.P.±0.00m
1993年 北海道南西沖地震： 痕跡高T.P.±0.00m

＜長崎西沿岸＞
1707年 宝永地震： 痕跡高T.P.±0.00m
1877年 チリ（イキケ）地震： 痕跡高T.P.±0.00m
1960年 チリ地震： 痕跡高T.P.＋1.57m

＜有明海沿岸＞
1792年 雲仙普賢岳山体崩壊

※知見について後述

発生年 津波の要因となった地震名 Ｍ

1707 宝永地震 8.4

1792 雲仙普賢岳山体崩壊 －

1877 チリ(イキケ)地震 8.3

1946 昭和南海地震 8.1

1960 チリ地震 8.5

1964 新潟地震 7.5

1983 日本海中部地震 7.7

1993 北海道南西沖地震 7.8

出典
： 「日本被害津波総覧（第二版）、

渡辺（1998）」、
： 「津波痕跡データベース

東北大学工学研究科他」



図 雲仙岳内の天狗山、七面山、普賢岳の位置図

寛政4（1792）年の火山活動により発生した山体崩壊に伴う津波について

寛政4（1792）年に雲仙岳（注）の火山活動による地震動で山体崩壊が発生し、大量の土砂が海に突入することにより発生した津波

で、長崎県や熊本県の沿岸に大きな被害が発生したとの記録がありますが、津波浸水想定を検討するにあたり、以下の状況から、
現時点ではこの現象を検討対象としないこととしました。

（注）：雲仙岳は、島原半島の4分の3を占める形成時期の異なる複数の山体からなる火山群の総称で普賢岳はその主峰の名称、眉山も雲仙岳の山体

①天狗山（眉山の一部）
寛政4（1792）年の雲仙岳の火山活動の際に崩壊土砂が海に突入し「島原大変肥後迷惑」と呼ばれる津波を引き起こしたと言われて
いるが、現況の地形では、津波を引き起こすことは考えづらい。
②七面山（眉山の一部）

眉山の一部である七面山は、天狗山が崩壊した当時に比べ山頂から海岸線までの距離が２倍程度あり、仮に崩壊したとしても津波
を引き起こすことは考えづらい。
③溶岩ドーム（平成新山）
平成２(1990)年～平成７(1995)年の噴火による溶岩の噴出により、普賢岳頭部に新たに形成された溶岩ドームについては、国土交
通省雲仙復興事務所によるシミュレーションによると、仮に崩壊したとしても、土砂は海まで到達しない。
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想定津波について
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最大クラスの津波の選定
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各種条件設定について（概要）
１）潮位については、各沿岸毎に「朔望平均満潮位」を設定

長崎西沿岸 ：T.P.+1.50m、橘沿岸 ：T.P.+1.72m、有明海沿岸：T.P.+2.50m、大村湾沿岸：T.P.+0.76m、
松浦南部沿岸：T.P.+1.49m、松浦北部沿岸：T.P.+1.58m、壱岐沿岸 ：T.P.+1.12m、対馬沿岸 ：T.P.+0.91m、
五島沿岸 ：T.P.+1.28m

２）地盤の沈下については、断層モデルから沈降量を算定し、その結果を用いて陸域の地形データの高さから差し引く
（最大沈下量-1.97m）

３）地震動については、下表及びフローのとおり、各種施設の技術的評価結果に基づき判定
４）津波の越流については、越流と同時に各種施設とも「破壊」（比高ゼロ）

（「津波浸水想定の設定の手引きVer.2.00」
国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか,平成24年10月）より
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設定した津波浸水想定の項目について

■ 参考事項
○ 津波水位：

津波襲来時の各市町沿岸の海岸線における
海面高さ（標高で表示、地盤沈降量を考慮）

○ 津波影響開始時間：
海域を伝播してきた津波により、各市町沿岸
の海岸線において、初期水位から±20cm
（海辺にいる人々の人命に影響が出る恐れの
ある水位変化）の変化が生じるまでの時間

○ 最大波到達時間：
各市町沿岸の海岸線において、津波の最高
到達高さが生じるまでの時間
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■ 基本事項
○ 浸水域： 海岸線から陸域に津波が遡上することが想定される区域

○ 浸水深： 陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面から水面までの高さ



計算結果について

■ 基本事項
○ 浸水域、浸水深 ： 長崎県津波浸水想定図のとおり

■ 参考事項
○ 最高津波水位、最大クラスの津波をもたらす津波断層モデル

※ 「最高津波水位」は、各市町の海岸線における最高の津波の高さを標高で表示
なお、メートル以下第２位を四捨五入し第１位を切り上げた数値を表示 9

西海市 4 南海トラフCASE11 大村市 3

諫早市 5 長与町 2

雲仙市 7 東彼杵町 2

南島原市 6 時津町 2

島原市 7 壱岐沿岸 壱岐市 4

佐世保市 4 南海トラフCASE11 対馬沿岸 対馬市 5

佐々町 3 南海トラフCAS５ 小値賀町 3

松浦市 3 対馬海峡東の断層 五島市 3

3

松浦北部沿岸

松浦南部沿岸

橘湾沿岸

有明海沿岸

大村湾沿岸

五島沿岸平戸市 4 南海トラフCASE11 新上五島町

地域海岸区分 市町村
最高津波水位

T.P.+ｍ
最大クラスの津波をもたらす

津波断層モデル

4 南海トラフCASE5

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の
連動

長崎市

長崎西沿岸

地域海岸区分 市町村
最高津波水位

T.P.+ｍ
最大クラスの津波をもたらす

津波断層モデル

大村-諫早北西付近断層帯

川棚町 3

対馬海峡東の断層



設定した津波浸水想定の活用について
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＜推進計画策定に向けた取組＞

○ 県内沿岸20市町に対し「津波防災地域づくり

に関する説明会」を開催。

○ 平成２６年度以降の推進計画策定の取組を

各市町へ依頼。

＜津波防災・減災対策の取組み＞

○ 長崎県では、平成２５年４月にみんなで取り組む災害につよい長崎県

づくり条例を制定し、県民、事業者、市町及び県の協働による災害に強い

長崎県の実現を目指している。

○ ハザードマップ： 県の津波浸水想定の公表や津波災害警戒区域の指定

を踏まえ、今後、各市町が対応を検討する。

○ 標高表示： ①約半数の市町が地域防災計画に避難所等の高さを表示。

②約３割の市町が避難所などに標高看板を設置済。

標高表示がない市町も、今後、対応を検討する見通し。

「津波防災地域づくりに関する説明会」の状況

（平成26年２月７日 長崎市内）



参 考 資 料
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地域海岸の区分
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※ 海岸保全基本計画に基づいて９つの地域海岸に区分

※ 地域海岸２、５，６，８，９は、シミュレーションによる津波水位の特性に応じて、

地域海岸区分を細区分。



最大クラスの津波の対象波源
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南海トラフ
CASE５

南海トラフ
CASE11

雲仙地溝南縁

東部断層帯と

雲仙地溝南縁

西部断層帯の

連 動

対馬海峡東
の断層

大村-諫早
北西付近断

層帯

地域海岸1 4 4 3 3 －

地域海岸2-① 3 3 3 2 －

地域海岸2-② 4 4 7 － －

地域海岸3 3 4 7 － －

地域海岸4 － － － － 3

地域海岸5-① 3 3 2 4 －

地域海岸5-② 3 4 2 3 3

地域海岸6-① 3 3 2 3 －

地域海岸6-② 3 3 2 3 －

地域海岸6-③ 3 3 － 3 －

地域海岸7 2 2 － 4 －

地域海岸8-① 2 2 2 5 －

地域海岸8-② 2 2 2 2 －

地域海岸9-① 3 3 2 3 －

地域海岸9-② 3 3 3 3 －

地域海岸区分

最高津波水位（T.P.+m）

※ 地域海岸において最大となる最高津波水位を、黄色で着色しています。
※ 表中の「最高津波水位」は、メートル以下第２位を四捨五入し、第１位を

切り上げた数値を表示しています。



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸１）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 １ 長崎市（野母崎）～西海市（御床島岬）

ながさきし のぼさき さいかいし みとこしまみさき

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

長崎西沿岸の初期
潮位を用いて津波
予測シミュレーショ
ンを行った。

1.50



宝永地震(M8) チリ(イキケ)地震(M9)

昭和南海地震(Mj8.0)

チリ地震(Mw9.5)

新潟地震(Mj7.5)

日本海中部地震(Mj7.7)

北海道南西沖地震(Mj7.8)

南海トラフCASE05

（Mw9.1）

南海トラフCASE11

（Mw9.1）

雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝

南縁西部断層帯の連動（Mw7.1）

対馬海峡東の断層（Mw7.4）

大村-諫早北西付近断層帯(Mw7.3)
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最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸2-①）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ２-① 長崎市（野母崎）～長崎市（樺島）

ながさきし のぼさき ながさきし かばしま

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

橘湾沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。

1.72



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸2-②）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ２-② 長崎市（樺島）～諫早市～雲仙市～南島原市（瀬詰岬）

ながさきし かばしま いさはやし うんぜんし みなみしまばらし せづめみさき

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

橘湾沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。

1.72



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸３）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ３ 南島原市（瀬詰岬）～島原市～雲仙市～諫早市

みなみしまばらし せづめみさき しまばらし うんぜんし いさはやし

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

有明海沿岸の初期
潮位を用いて津波
予測シミュレーショ
ンを行った。

2.50



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸４）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ４ 佐世保市（西海大橋）～川棚町～東彼杵町～大村市～諫早市

～長与町～時津町～長崎市～西海市（西海大橋）

させぼし さいかいおおはし かわたなちょう ひがしそのぎちょう おおむらし いさはやし

ながよちょう とぎつちょう ながさきし さいかいし さいかいおおはし

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

大村湾沿岸の初期
潮位を用いて津波
予測シミュレーショ
ンを行った。

0.76



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸５-①）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ５-① 平戸市（生月町御崎）～平戸市（野子町）

ひらどし いきつきちょうみさき ひらどし のこまち

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

松浦南部沿岸の初
期潮位を用いて津
波予測シミュレー
ションを行った。

1.49
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最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸５-②）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ５-② 平戸市（野子町）～佐々町～佐世保市（西海大橋）

～西海市（西海大橋）～西海市（御床島岬）

ひらどし のこまち さざちょう させぼし さいかいおおはし

さいかいし さいかいおおはし さいかいし みとこしまみさき

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

松浦南部沿岸の初
期潮位を用いて津
波予測シミュレー
ションを行った。

1.49



宝永地震(M8) チリ(イキケ)地震(M9)

昭和南海地震(Mj8.0)

チリ地震(Mw9.5)

新潟地震(Mj7.5)

日本海中部地震(Mj7.7)

北海道南西沖地震(Mj7.8)

南海トラフCASE05

（Mw9.1）

南海トラフCASE11

（Mw9.1）

雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝南

縁西部断層帯の連動（Mw7.1）

対馬海峡東の断層（Mw7.4）

大村-諫早北西付近断層帯(Mw7.3)
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最大クラスの津波

歴史津波の津波高 想定断層の津波高

最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸６-①）

21

各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ６-① 平戸市～松浦市（地域海岸６-②、③を除く）

ひらどし まつうらし

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

松浦北部沿岸の初
期潮位を用いて津
波予測シミュレー
ションを行った。

1.58



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸６-②）

22

各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ６-② 平戸市（大久保町）～平戸市（田平町）

ひらどし おおくぼちょう ひらどし たひらちょう

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

松浦北部沿岸の初
期潮位を用いて津
波予測シミュレー
ションを行った。

1.58



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸６-③）

23

各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ６-③ 松浦市（星鹿町～今福町、福島町、鷹島町三里～神﨑）

まつうらし ほしかちょう いまふくちょうふくしまちょうたかしまちょうみさと かんざき

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

松浦北部沿岸の初
期潮位を用いて津
波予測シミュレー
ションを行った。

1.58



最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸７）

24

各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ７ 壱岐市

いきし

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

1.12

壱岐沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。



宝永地震(M8) チリ(イキケ)地震(M9)

昭和南海地震(Mj8.0)

チリ地震(Mw9.5)

新潟地震(Mj7.5)

日本海中部地震(Mj7.7)

北海道南西沖地震(Mj7.8)

南海トラフCASE05

（Mw9.1）

南海トラフCASE11

（Mw9.1）

雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝南

縁西部断層帯の連動（Mw7.1）

対馬海峡東の断層（Mw7.4）

大村-諫早北西付近断層帯(Mw7.3)
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最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸８-①）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ８-① 対馬市（豊玉町～久ノ下崎～豆酘崎～美津島町）

つしまし とよたまちょう くのしたさき つつざき みつしまちょう

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

対馬沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。

0.91



宝永地震(M8) チリ(イキケ)地震(M9)

昭和南海地震(Mj8.0)

チリ地震(Mw9.5)

新潟地震(Mj7.5)

日本海中部地震(Mj7.7)

北海道南西沖地震(Mj7.8)

南海トラフCASE05

（Mw9.1） 南海トラフCASE11

（Mw9.1）

雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝南

縁西部断層帯の連動（Mw7.1）

対馬海峡東の断層（Mw7.4）

大村-諫早北西付近断層帯(Mw7.3)
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最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸８-②）
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各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ８-② 対馬市（豊玉町～美津島町（浅茅湾））

つしまし とよたまちょう みつしまちょう あそうわん

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

対馬沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。

0.91



宝永地震(M8) チリ(イキケ)地震(M9)

昭和南海地震(Mj8.0)

チリ地震(Mw9.5)

新潟地震(Mj7.5)

日本海中部地震(Mj7.7)

北海道南西沖地震(Mj7.8) 南海トラフCASE05

（Mw9.1）

南海トラフCASE11

（Mw9.1）

雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝南

縁西部断層帯の連動（Mw7.1）

対馬海峡東の断層（Mw7.4）

大村-諫早北西付近断層帯(Mw7.3)
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最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸９-①）

27

各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ９-① 佐世保市（宇久島）、小値賀町（野崎島）、

新上五島町（津和崎鼻～友住郷）、男女群島

させぼし うくじま おぢかちょう のざきじま

しんかみごとうちょう つわざきはな ともすみさと だんじょぐんとう

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

五島沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。

1.28



宝永地震(M8) チリ(イキケ)地震(M9)

昭和南海地震(Mj8.0)

チリ地震(Mw9.5)

新潟地震(Mj7.5)

日本海中部地震(Mj7.7)

北海道南西沖地震(Mj7.8)

南海トラフCASE05

（Mw9.1） 南海トラフCASE11

（Mw9.1）

雲仙地溝南縁東部断層帯と雲仙地溝南

縁西部断層帯の連動（Mw7.1）

対馬海峡東の断層（Mw7.4）

大村-諫早北西付近断層帯(Mw7.3)
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最大クラスの津波の対象津波群の選定（地域海岸９-②）

28

各シミュレーションの潮位条件

地域海岸 ９-② 新上五島町（友住郷）～五島市（三井楽町）

しんかみごとうちょう ともすみごう ごとうし みいらくちょう

波源
初期潮位
T.P.+ m

備考

南海トラフCASE５

南海トラフCASE11

雲仙地溝南縁東部断層帯と
雲仙地溝南縁西部断層帯の連動

対馬海峡東の断層

大村-諫早北西付近断層帯

五島沿岸の初期潮
位を用いて津波予
測シミュレーション
を行った。

1.28



各種計算条件について（詳細）

項 目 内 容

基礎方程式と

数値計算法

◆ 非線形長波方程式をLeap-Frog差分法を用いて近似（波源域から沿岸までの
伝播や陸域への浸水）

計算時間と

計算時間間隔

◆ 計算時間：６時間

◆ 時間間隔：0.05～0.1秒（全ての計算領域で一定）

対象地形 ◆ 現況地形

（陸 域）国土地理院・国土交通省による最新のLPデータを活用

（海 域）沖合：H24内閣府公表の津波解析データを活用

沿岸：H24内閣府公表の津波解析データ及び

長崎県の漁港・港湾・海岸の管理平面図等のデータを活用

（県管理河川）最新の測量結果を基に地形データを作成

（国管理河川）最新の測量結果を基に地形データを作成

粗度 ◆ 国土地理院の基盤地図情報や都市計画図などを用いて、土地利用状況に応

じた係数を設定

先端条件

（陸上への浸水条件）

◆ 水深10-2m

29



計算範囲・計算格子間隔について

30

領域名 メッシュサイズ

沖合領域 450m～1350m

大領域 50m～150m

沿岸部領域 25m

詳細領域 12.5m

※メッシュサイズ1350mの
全範囲および450m、150m
の一例

※メッシュサイズ
150m、50m、
25m、12.5m
の一例
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